
　開校にあたって、PTAに関係する内容について、
在り方や取組等を含めて総合的に話し合う検討会
を設置いたします。
　就学予定の保護者有志の方にお集まりいただき、
数回の会議を開催して、幅広くご意見を伺いたい
と考えています。話し合いは９月頃から実施して、
年内を目途に考え方をまとめていく予定です。
　ご協力いただける方は、
８月末までに右の２次元
コードを読み込み、必要
事項の入力をお願いします。 

•市制 100 周年を経て新たに開校する学校

• 155 万人を擁する発展都市川崎の新たな開発地域

•世界に羽ばたく新技術を抱え飛躍する新川崎地区

•環境に配慮し学習環境を整えた新校舎

•新しい時代に求められる資質・能力の育成

令和７（2025）年４月開校

※学校説明会の日程等につきましては、川崎市のホームページで
　ご確認ください。右の 2 次元コードでアクセスできます。

＜お問い合わせについて＞
　児童に関係する教育相談については、随時受け
付けておりますので、担当までご連絡をお願いし
ます。就学指定に関係する内容については、10 月
の説明会以降に対応させていただきます。なお、
わくわくプラザに関する内容は、こども未来局青
少年支援室にご相談ください。
川崎市教育委員会事務局　学校教育部
新小倉小学校開校準備担当 （田中・福岡・山川）
　電　話 044-200-0495　
　Email 88sogurajunbi@city.kawasaki.jp
わくわくプラザに関するお問い合わせ先
川崎市こども未来局青少年支援室 044-200-3083

検討会に参加いただける方を募集します！

川崎市立新小倉小学校川崎市立新小倉小学校

わくわくプラザについて
・わくわくプラザを校舎内に併設しています。放課後、土曜、長期休業日などに、利用を希望する

小学1年生から小学6年生までが安全に過ごし、遊びを通じて仲間づくりを図ることができます。
・利用の申し込みを行えば、どなたでもご利用いただけます。申込方法や利用案内等については、

1月以降に実施する入学に関する学校説明会の際にご案内いたします。

学校施設有効活用事業（施設開放）について
・学校施設の中で開放できる箇所については、積極的に開放していく予定です。開校後に学校施

設の使用方法等が明確になってから、事業を開始する予定です。
・事業の進め方や方法については、地域教育推進課と検討しています。

避難所機能について
・新小倉小学校の避難所として、災害時応急給水拠点やマンホールトイレなどの設備を設置して

います。
・詳細については、今後、幸区役所の危機管理担当と検討していきます。

今後の主な予定
・10月 第 2 回学校説明会開催（保護者向け）内容（教育方針、日課表、PTA の考え方等）
・11月 通学区域在住の現１年～５年生保護者宛に「就学学校の指定通知書」送付
 新 1 年生対象就学時健康診断（小倉小学校・東小倉小学校で実施）
・１月 新１年生保護者宛に「入学期日・学校指定通知」送付
・１～２月 第 3 回学校説明会（現１年～５年生保護者向け）内容（年間行事、準備物、手続き等）
 入学説明会（新１年生保護者向け）
・3月 竣工式、地域・保護者向け学校見学会

川崎の新しい教育の姿を創造する



新小倉小学校が考える学び

目指す児童の姿

　情報化やグローバル化など、急速に社会が変化していく予測困難で複雑な時代にあって、「新しい
時代を主体的に乗り越え、豊かな人生を切り拓く力」、「自分のよさや可能性を認め、多様性を尊重し、
協働しながら学び高めあう力」を身に付けていくことが大切だと考えます。
　子どもたちが新しい時代を主体的に生きていけるよう、豊かな教育活動の推進に努めていきます。

　学ぶことは変わること。新小倉小学校の一人ひとりの児童が、社会の変化に主体的に向き合い関
わる態度を身に付けていくこと。また、自らの可能性を発揮し、多様な他者と協働しながら、より
よい人生を切り拓き、未来の創り手となる力を育んでいく。学校教育目標にはそのような思いが込
められています。

主体的に学び
生かしていく

広い視野をもち、
多様性を認め合う

つながりをもち、
考えを深め表現する

※パース図はイメージです。

校舎配置図

新小倉小学校の通学区域は
「幸区新小倉 2 番」に決定しています。
※「新小倉 2 番」は南加瀬中学校区です。

＜アクセス＞
JR 南武線 矢向駅から 徒歩 16 分 
 鹿島田駅から 徒歩 20 分
JR 横須賀線 新川崎駅から 徒歩 18 分
最寄りバス停（臨港バス・市バス）
 「小倉下町」下車 徒歩  ３分
 「小倉」下車 徒歩  ６分

※バスは、川崎駅西口、尻手駅、矢向駅、
　武蔵小杉駅東口、新川崎駅などから発着

新しい自分をつくる　未来をつくる

教
育
の
重
点

様々な人々や地域とつながる体験的な学習活動を重視して、主体的な学びを展開していきます。
また、協働的な学びを進めながら、自分の考えを広げ深めていく豊かな教育活動を推進していきます。

学校教育目標を基に、次のように「目指す児童の姿」を定め、
学校・地域・保護者で連携しながら具現化を図っていきます。

➣新川崎・創造のもりなどと連携し、地域の特色を生かした学習活動を展開
➣多様性を学び、広い視野を育む多文化共生教育の充実
➣教育設備を生かした ICT の活用と情報教育の充実

創意工夫ある教育課程の編成

➣「自分の大切さとともに他の人の大切さを認める力」の育成
➣一人ひとりの児童をありのまま受けとめ、大切にする学校づくり

人権尊重教育の充実

➣興味関心やつながりを重視した学習活動の推進
➣協働的な学びの推進と学びを生かす力の育成
➣一人ひとりに応じた支援の充実

確かな学力を育む学習活動の充実

校　章 　同じ幸区内にある川崎市立川崎総合科学高等学校デザイン科に校章案の募集を行い、その案を基
に決定しました。
＜校章に込めた思い＞
　学校づくりの基本理念である「地域と共に、ひとや環境にやさしい未来を創る次世代小学校」か
ら着想を得て、地域全体のつながりを線の重なりで表現しています。右に線が伸びていくデザイン
には、子どもたちや教職員、地域の皆様との明るい未来への懸け橋になるようにという思いを込め
ています。これまでの校章のイメージにとらわれないシンプルかつ斬新なデザインにしました。
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